
登録申請書の記載例及びチェック項目

（建築物環境衛生総合管理業）

宮崎市保健所 保健衛生課

令和６年 １月



様式第４号（第５条関係）

登 録 申 請 書

○○年○○月○○日

宮崎市長 殿

申請者 住 所 宮崎市○○１丁目○番○○号

氏 名 株式会社○○メンテナンス

代表取締役 宮崎 太郎

法人にあっては、主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名

電話番号 ０９８５－○○－○○○○

建築物における衛生的環境の確保に関する法律第１２条の２第１項の登録を受けたいの
で、関係書類を添えて申請します。

添付書類
１ 申請者が法人であるときは、登記事項証明書
２ 設備・機器名簿（様式第５号）、監督者等名簿（様式第６号）及び作業実施方法等
報告書（様式第８号）

３ 研修実施状況（計画）報告書（様式第７号）（建築物空気環境測定業及び建築物飲
料水水質検査業を除く。）

４ 監督者等名簿（様式第６号）に記載した監督者等について、その資格を有する者で
あることを証する書類
５ 建築物飲料水水質検査業については、飲料水の水質検査を行う検査室の設置場所、
構造及び機械器具の配置を明らかにする図面

６ 建築物飲料水貯水槽清掃業については、飲料水の貯水槽の清掃に用いる機械器具の
保管庫の設置場所及び構造並びに保管状態を明らかにする図面

７ 建築物排水管清掃業については、排水管の清掃に用いる機械器具の保管庫の設置場
所及び構造並びに保管状態を明らかにする図面

８ 建築物ねずみ昆虫等防除事業については、ねずみ等の防除作業に用いる機械器具及
び薬剤の保管庫の設置場所及び構造並びに保管状態を明らかにする図面

事 業 の 区 分 建築物環境衛生総合管理業

営 業 所 の 名 称 株式会社○○メンテナンス

営 業 所 の 所 在 地 宮崎市○○１丁目○番○○号

営 業 所 の 電 話 番 号 ０９８５－○○－○○○○

営業所の責任者の氏名 代表取締役 宮崎 太郎



様式第５号（第５条関係）

設 備 ・ 機 器 名 簿
○○年○○月○○日現在

名 称 型 式 数量 購 入 年 月

真空掃除機

床みがき機

浮遊粉じん測定機器

一酸化炭素検定器

二酸化炭素検定器

温度計

湿度計

風速計

空気環境測定作業に必要な器具

残留塩素測定器

○○社 ＡＢＣ－１００

○○社 ＢＣ－１２０

○○社 ○○式ＤＥ－２００

○○社 ○○式ＦＧ－３００

○○社 ＨＩ－４０

○○社 ＪＫ－５０

○○社 ○○式ＤＥ－２００

○○社 ○○式ＦＧ－３００

○○社 ＨＩ－４０

○○社 ＪＫ－５０

２

２

２

２

２

１

２

２

１

１

○○年○○月

○○年○○月

○○年○○月

○○年○○月

○○年○○月

○○年○○月

○○年○○月

○○年○○月

○○年○○月

○○年○○月



様式第６号（第５条関係）
監 督 者 等 名 簿

○○年○○月○○日現在

備考
１ 「監督者等の別」の欄には、建築物清掃業の場合にあっては「清掃作業監督者」と、建築物空気環境測定業の場合にあっては

「空気環境測定実施者」と、建築物空気調和用ダクト清掃業の場合にあっては「ダクト清掃作業監督者」と、建築物飲料水水質検査業の場合にあっては「水質検査実施者」と、

建築物飲料水貯水槽清掃業の場合にあっては「貯水槽清掃作業監督者」と、建築物排水管清掃業の場合にあっては「排水管清掃作業監督者」と、建築物ねずみ昆虫等防除業の

場合にあっては「ねずみ昆虫等防除作業監督者」と、建築物環境衛生総合管理業の場合にあっては「統括管理者」、「清掃作業監督者」、「空調給排水管理監督者」及び「空気環

境測定実施者」と記入すること。

２ 監督者等が複数いる場合は、「業務範囲」の欄には、監督者等ごとの業務の内容を記入すること。

３ 「資格の種別」の欄には、「○○講習会修了」、「建築物環境衛生管理技術者」等と記入すること。

監 督 者 等 の 別 氏 名 業務範囲 経験年数 資 格 の 種 別
資 格 取 得

年 月 日

統括管理者

清掃作業監督者

空調給排水管理監督者

空気環境測定実施者

宮崎 次郎

佐土原 次郎

江平 次郎

田野 次郎

建築物総合管理業務全般

清掃作業業務全般

空調給排水管理業務全般

空気環境測定業務全般

１０年

１０年

１０年

１０年

統括管理者講習会修了

（統第○○○号）

ビルクリーニング技能士

（第○○○号）

清掃作業監督者講習会

修了（清第○○○号）

建築物環境衛生管理

技術者（第○○○号）

空調給排水管理監督者

講習会修了

（空第○○○号）

建築物環境衛生管理

技術者（第○○○号）

○○年○○月○○日

○○年○○月○○日

○○年○○月○○日

○○年○○月○○日

○○年○○月○○日

○○年○○月○○日



様式第７号（第５条関係）

研 修 実 施 状 況 （ 計 画 ） 報 告 書 （ ○○年○○月○○日～ ○○年○○月○○日）
○○年○○月○○日現在

研 修 の 期 日 研 修 の 内 容 指導員の氏名及び資格 対象従事者数 参加従事者数

過去1年間の実績

清掃作業従事者研修

○○年○○月○○日

空調給排水管理従事者研修

○○年○○月○○日

機械器具の種類と使用方法 １８０分

資材の種類と使用方法 ６０分

安全及び衛生 ６０分

建築物の環境衛生行政 ６０分

作業従事者の責任と責務 ６０分

空気調和方式と機械 １２０分

給水施設と水質基準 １２０分

排水設備の維持管理 １２０分

残留塩素測定器の取扱 ６０分

作業の安全・衛生 ６０分

宮崎 次郎

統括監督者

江平 次郎

空調給排水管理監督者

５名

５名

５名

５名

厚生労働大臣の登録を受けた機関が発行する書類があれば作成不要です。



様式第７号（第５条関係）

研 修 実 施 状 況 （ 計 画 ） 報 告 書 （ ○○年○○月○○日～ ○○年○○月○○日）
○○年○○月○○日現在

研 修 の 期 日 研 修 の 内 容 指導員の氏名及び資格 対象従事者数 参加従事者数

今後1年間の計画

清掃作業従事者研修

○○年○○月○○日

空調給排水管理従事者研修

○○年○○月○○日

機械器具の種類と使用方法

（床材別） ９０分

機械器具の種類と使用方法

（場所別） ６０分

安全及び衛生 ６０分

環境問題 ６０分

最新技術の動向 ６０分

空気調和方式と機械 １２０分

給水施設と水質基準 １２０分

排水設備の維持管理 １２０分

残留塩素測定器の取扱 ６０分

作業の安全・衛生 ６０分

宮崎 次郎

統括監督者

江平 次郎

空調給排水管理監督者

５名

５名

５名

５名

厚生労働大臣の登録を受けた機関が発行する書類があれば作成不要です。



様式第８号（第５条関係）
(表面)

作 業 実 施 方 法 等 報 告 書
○○年○○月○○日現在

作
業
班
編
成

作 業 班 監 督 者 等 使 用 す る 機 械 器 具

清掃班

責任者１名

従事者５名

監督者

佐土原 次郎

真空掃除機、床みがき機

空気給排水管理班

責任者１名

従事者５名

監督者

江平 次郎

残留塩素測定器

空気環境調整・測定班

責任者１名

従事者５名

実施者

田野 次郎

浮遊粉じん測定器、一酸化炭素検定器、二酸化炭素検定器、温度計、湿度計、風速計

空気環境測定作業に必要な器具

作
業
手
順

機
械
器
具
等
の

維
持
管
理
方
法

以下の内容について記入してください。（記入しきれない時には、同じ様式で複数枚作成する、又は作業等の要領を添付するのでも可。

なお、作業等の要領を添付する場合、「１ 清掃作業工程は、別紙○○作業要領の○○を参照。」等と記入すること。）

１ 作業工程（日常清掃を行わない箇所についての定期点検に関する事項を含む。）

２ 清掃作業に伴って排出されるごみや清掃作業によって生じる排水の処理方法

３ 清掃作業報告作成の手順

４ 空気環境の測定方法

５ 測定結果報告作成の手順並びに測定結果の保存方法及び保存責任者の氏名

６ 空気環境の調整、給水及び排水の管理並びに飲料水の水質検査の方法

７ 空気環境に関する作業報告の手順

以下の内容について記入してください。

１ 清掃作業に用いる機械器具等の点検の方法

２ 空気環境測定器の点検、較正等の方法並びにこれらの記録の保管管理



（裏面）

業務を委託する際の手順及び委託した業務の実施状況の把握方法

※すべて自社で行っている場合の記載例

建築物環境衛生総合管理業務はすべて自社で行う。

苦情及び緊急の連絡に対する体制

建築物維持管理権原者又は建築物環境衛生管理技術者から作業に用いる機械器具その他の設備の維持管理に係る苦情及び緊急の連絡に対して、迅速に対応で
きる体制を整備する。

苦情及び緊急の連絡に対しては、作業監督者が迅速に対応し、処理後は建築物維持管理権原者又は建築物環境衛生管理技術者に対して速やかに報告する。

（連絡・対応体制） 連 絡 先
事務所に連絡有 事 務 所：０９８５－○○－○○○○

↓
統括管理者、清掃作業監督者、空調給排水管理監督者、空気環境測定実施者及び代表者に連絡 宮崎 太郎：○○○○－○○－○○○○

↓ 宮崎 次郎：○○○○－○○－○○○○
↓ 佐土原 次郎：○○○○－○○－○○○○
↓ 江平 次郎：○○○○－○○－○○○○
↓ 田野 次郎：○○○○－○○－○○○○

総括管理者、清掃作業監督者、空調給排水管理監督者、空気環境測定実施者が（必要に応じて従事者とともに）迅速に対応

↓
処理状況を建築物維持管理権原者又は建築物環境衛生管理技術者に報告

※委託している場合の記載例

清掃、空気環境の調整及び測定、給水及び排水の管理並びに飲料水の水質検査並びにこれらの業務に用いる機械器具その他の設備の維持管理

は、原則として自ら実施する。

これらの業務を他の者に委託する場合は、あらかじめ、受託者の氏名等を建築物維持管理権原者に通知するとともに、受託者から業務の実施

状況について報告を受けること等により、受託者の業務の方法が一から八までに掲げる要件(空気環境の測定の結果の保存に係るものを除く。)

を満たしていることを常時把握することとし、委託する場合にあっても、空気環境の測定結果の保存は自ら実施する。



建築物環境衛生総合管理業登録申請書のチェック事項

事 項
チェ
ック

様式第４号 登録申請書
住所・氏名又は名称、代表者の氏名、電話番号はありますか。

登録区分、営業所の所在地及び名称、営業所の責任者氏名の記載はありますか。

添付書類はありますか。
□法人の場合、登記事項証明書 ※直近の内容で３ヶ月以内に発行されたもの。
□個人の場合、住民票の写し ※直近の内容で３ヶ月以内に発行されたもの。
□公益法人や事業協同組合の場合は定款又は寄付行為の写しも必要です。
※目的等に登録に係る事業の記載／事業協同組合の事務所が一つの営業所として機能を有

すること／
監督者は常勤、専任であること。
※なお、写しには“原本と相違ない”の記述、日付、申請者名が必要です。

様式第５号 設備・機器名簿
物的要件の機器類の記載はありますか。

□真空掃除機 □床みがき機

□浮遊粉じん測定器 □一酸化炭素検定器 □二酸化炭素検定器 □温度計 □湿度計

□風速計 □空気環境測定に必要な器具（測定器固定用スタンド等）

□ホルムアルデヒド測定器（※有するのが望ましい）

□残留塩素測定器

型式・数量及び購入年月（借入の場合は貸主の貸出証明書の写し）の記載はありますか。

添付書類はありますか。

□浮遊粉じん測定器較正済証の写し

※初回登録申請では直近分の較正済証を、２回目以降の過去６年分の較正済証の写しをご

準備下さい。また、申請時に原本照合いたしますので、原本をご持参下さい。

□器具機械の写真（デジカメ撮影）

様式第６号 監督者等名簿
監督者・実施者の別、氏名、業務の範囲及び経験年数・資格取得年月日の記載はありますか。

（営業所の監督者等、特定建築物における建築物環境衛生管理技術者の兼務がないこと）

添付書類はありますか。（監督者・実施者の資格を確認できるもの。）

□統括統括管理者

統括管理者（再）講習会修了証書の写し

□清掃作業監督者

清掃作業監督者（再）講習会修了証書の写し

□空調給排水管理監督者

空調給排水管管理監督者（再）講習会修了証書の写し

□空気環境測定実施者（①か②）

①空気環境測定実施者（再）講習会修了証書の写し

②建築物環境衛生管理技術者免状の写し

※上記のいずれも、再登録の場合は空気環境測定実施者再講習会修了書の写しを提出するこ

と

※申請時に原本照合いたしますので、原本をご持参下さい。



様式第７号 研修実施状況
（厚生労働大臣の登録を受けた機関が発行する書類があれば作成不要です。）

研修の期日、研修の内容、指導員の氏名及び資格及び対象従事者数・参加従事者数の記載はありますか。

（新規登録は実施状況と計画が各１年度分、再登録の場合はさらに実施状況が過去６年度分必要です。）

□作業に従事する者全員が原則として年一回以上は受けていること。（実績・計画）

○清掃作業従事者

・内容

□清掃用機械器具、資材の種類と使用方法及び清掃作業の安全と衛生に関するものであること。

・指導員の資格

□清掃作業監督者、建築物環境衛生管理技術者、その他研修の科目の内容について十分な知識・技能を有する者

○空調給排水管理従事者

・内容

□空調給排水用機械器具、資材の使用方法及び点検及び補修作業の安全と衛生に関するものであること。

□水の異常の判断方法、残留塩素の測定方法

・指導員の資格

□空調給排水管理監督者、建築物環境衛生管理技術者、その他研修の科目の内容について十分な知識・技能を有する者

様式第８号 作業実施等方法

（
表
面
）

作業班の編成、作業班ごとの監督者等の氏名、使用する機械器具の記載はありますか。

作業手順等は以下の内容の記載はありますか。※詳細内容を別添書類として作成しても可。

□作業工程（日常清掃を行わない箇所についての定期点検に関する事項を含む。）

□清掃作業に伴って排出されるごみや清掃作業によって生じる排水の処理方法

□清掃作業報告作成の手順

□空気環境の測定方法

□測定結果報告作成の手順並びに測定結果の保存方法及び保存責任者の氏名

□空気環境の調整、給水及び排水の管理並びに飲料水の水質検査の方法

□空気環境に関する作業報告の手順

機械器具等の維持管理方法の記載はありますか。

□清掃作業に用いる機械器具等の点検の方法

□空気環境測定器の点検、較正等の方法並びにこれらの記録の保管管理

（
裏
面

）

業務を委託する際の手順および委託した業務の実施状況の把握方法の記載はありますか。

苦情及び緊急の連絡に対する体制の記載はありますか。

登録申請手数料 ４５，０００円
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